
鮪延縄漁業試歯並漁場調査
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1．日　　　　的

冬季小笠貯海匿に魁溢するびんたが．きわだ、めはち等を封象に漁獲暦、年令絶域、漁況良港泥

の相関性剋装範濫等に村調査し．ポ釆本県鮒凰穐漁集の含現的経営を検討する目的で本調査を嘗施

しカ：0

2．方　　　　法

q）期　　　間

自昭和26年12月19日　　　　華昭和27年38　5日

（2）海　　　区

小笠原海区、野島東方海藻

【3j使　用　胎

調査胎　茨城丸（総噸敏116腎湘　　主礫関デ　ービル250二郎

（4）乗　組　月　　給屋外32名

（5）漁　　　具

延縄所有漁具散　　400鉢

構　　主監　（1鉄分）

幹　　縄．マニラ鹿9匁　30番切　　6本

枝　　純　†ニラ　9匁　　8尋　　5本

セキヤー　27番線3／3に4号組糸をセキ巻4．5尋　　5本

釣元ワイヤー27萄線3／3　　2．5尋　　5本

釣鈎丸型　　3．6寸～3．8iJ一

洋子縄　　†ニラ胱9匁　　20番～15番1本　＿

漁具施染　　コールタール染

洋　　子　　琶合金製　　尺玉

（6）海洋調節・　漁場地点で水深150m迄の7暦観測．及気象観測

ブランクト／採集

（の漁業試験　　釣獲状況調査（針獲率、遊泳暦、生死率調査）

魚体調音（件比，体長測定、胃内容物、生殖腺測定、魚†木温測定調査）

3．試験結果

〔第1歩こ　航　海〕

（1）概　　　　要

a・）航海日数　　30日

（98）



試．験操柔回教

八丈島漁場　　　　3　回

小笠原漁場　　　　　9　回

硫黄島漁場　　　11回

b．）延使用鉢数　　　　4，469鉢　　　　22，345本

八丈漁業　　　　　462鉢　　　　2，310本

小笠原漁場　　　1，442鉢　　　　7，21U本

硫黄島漁場　　　　2，565鉢　　　12，825本

C．）操業所要時間

場鴨場間　　　　　1時間　　　30鉢覇後

段縄時間　　　　　1時間　　　5鉢前後

d．）経　　　　過

泉城札は12月24日郡山港を出港、途1・海洋観測を昏施しつつ．小笠原東方海区まで南下、1月

27日第1回操且する。その後硫厳島北東に於で操業し飲料水小足のため父島二見港入港、同港机

港後父島西¶llの調査をしたが成格悪く父島北東に於て操業再び父島西側を調査し、一路南下硫黄島

正東に於て操業し、その後北上し青ヶ島東方で3回操業後那珂辞へ1月22日帰港した○

（2）漁　場　別　漁　獲　高　表
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2．565

4，469

（3）海況漁況の概要

イ〕海　　　　況

本航海調査海区に則ける海況を概観するとt甫月諸島方面より北上する暖流系水は大部

分爵とろ六た隊で．金華山沖20噌～40り浬より南虻に流れる親潮系水は南西諸島方面

に大きく迂越し、低温流域を形威しており、全賊に各調査海底共例年より10C内外の低

温を示した。即ち．野島崎沖より三宅鳥海区の表面水温は160～18DCの水帯で100m暦迄

殆ど表面水温と変（はく、150m暦に於て20Cの差が見られる0三宅島より小笠原海置は

いづがも100m尼ほでNEよりの寒流勢力が認められ．黒潮系勢力は見られない。一方

硫黄島親方海区の表面水温は230～250Cの水筍で100m暦と表題水温は変化ないが下暦水

温（150m）との水温差は極めて著しい○

ロ）漁　　　　況

今航海試態操業した海笹が大体八丈島近海．小笠原近海．硫黄鳥海画と三分されている

ので三海区別に漁況を考察することとしたo

a．）小笠原海凶

バチ．ビンナガ鮪を主体として父島西側海笹を調査操業したが．甘海区は料水帝の発達

（99）
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諾誉∫霊；三五胡姐
持古．川．／え′より

に伴い、全く不裾こ終った。　父島

漁場ではビンナガ　7～5　‾買一の魚体

硯が多く．同海又に於ける釣

女示して居る。

い・′＼文鳥脂区この海国は1Er～2

の⊂′ンナガ鮪が多く出現し．今航海

∴胤2％　は行卜海環にtF‡て£l＿獲された

めばちのJlt硯は　5～8日の魚体が多′

獲成紅は晩然として不調である。

（∴　硫宙鳥海靂

小笠原海国より漸次調香しつつ南

．硫み島正東海国に於で調査操業

カ1聖有、1フグは殆ど出現Lなかったた結果、めばちrI5∵ir～2IHlの持硯が多く見られ、ビンナ

この海底に於ての操業回数を見ると木可・■海の鋸一Tjをしめて居ると共に漁獲率は肌梶木類で全

41ク右の．恥獲域＃ほ占めているl・r海国の碗斉島側に寄った操業海区は苦斡旋、ひらがしらの

が著しく．′航海の即％の漁獲牢をしめた。

佐）魚　種　別　約　獲　卒

今次航海の釣獲卒は下記の通りである．

（5）マ〆ロの食性調合

Parathunussibi，Gemo．germo，’Ⅶ三kユh rnitsukurit，Xbhias gladius，Makairユmazaraの

々34．2，4，4，1T室計41尾■封象に門折り物から観た食性調査を実施したところ　Tこね1妓びTal

の結果を得たっ

く1（）0）



Tab l

マグロ食性調査（茨城丸昭和26年度第1次航海

メバチ（parahul川S Sibi（T．et．S．）

18i　〟　l令i　1561　20
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消　　　化　　　管　　　内　　　容

魚体許分多数、イカ3護（巾2尾胴長堪mm，瑠mm AmpIlypOtlal尾

カ7ハぎ1尾、オオクチイワシ2尾（全長90mm，110・nm）

不明魚1足、スルメイカ1尾（胴長亜・・m）

すすクチイワシ2尾（申1良材長1両nmlイパラハダカ鹿Spl尾（体
長64m一日1サソマ1尾、ス′しメイカ1畠（胴長52mm｝　不明魚　2尾
（全長40mm230mm）

不明諷（Heterosomata？）l尾、魚体圃都

不明魚2尾（全長Ⅰ54mm，■∠05mm）77■ヒガヒ1施

すオクチイワシ　3毒

力ワハギ2尾（体長34nmll．310mml　ナナ々チイワシ　2尾（体長103
mm，83mm】イカ2塵（胴長30・m，30mm）

魚体部分イカ口許Mega：opaof Bra＝hycira？

不明風1尾（全長195　m）イカ3尾（中2尾胴長おl一mm60mm）

サソマ2嵩夕手ウオl尾（全長217mm）不明魚1羞（官長■81mml

オオクチイワシ6尾（全長78mm，85mm，粥mm，97mm，98mml叫
nlrT－＼

ス′しメイカ1尾（胴長78mm）

サソマ1尾、イカ1尾

サ′ミ（体長20mm）

rrン′▼1尾

サソマ　2尾

サン†1尾

シマガツナ2尾（中1尾年長180mm）小イカ

不明粗くNative Nameガランチヨ）1養

うマガツナ4尾（中1尾体艮130JLll）

シマカツ寸1民

力ワハギ1尾

サソ†l尾、タナウオ1義（体長70mml

サリマ1尾

イカ

シャガツオ1尾

サン・ゥ1醸

すソマ3冠

イカ2尾、不明魚（Native nameガランナヨ）1遠（体長490mm）

サソマ1忌不明隕（Native nameガウンナヨ）体長310＿nml尾

147．5）16．ti　サ／71竜不胴乱（Naかe namヨガランチヨ）1点

155．サン←マ1′毛シマガツナ（体長1nO ml。宅）
l

ノ・，5　　サン・†1尾

7101）



Tab．2

ピソナガ　Ger餌O germO（LECEPEDE）

No・j DatelSe潤芸欝農釦　　　消　化　管　内　容

マカヂキMal；aira mi仁SLlkurii（jORDAN e【SNYDER）

1

2

3
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2

3
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カロハギ1尾
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¢）体　長　及　体　重

今次航海は硫黄島海底に於で漁獲せるめはちを封象にL及びWの測定を行った。剛、笠原海鼠

八丈近海のめばちの出現は魚体が小型を以て形成され、平均L80～110C叫W5～10賃t　八丈島近海

はⅠ一60～80cmwl～2貫の平均値を以て形成されてゐる0

葬もJ払嫁　　　 ぎ7〟′・　 ′〝－

此 鋸 刃 「プ

＿Jr◆
扁 ダ讃

Jヰ■

：ニ＼ ／

Jメ q

＼

／ブ’

Jメ
JJ ノ■ナ●

∫J●

Jク●
／

＼ ∵ ∫●

／■J■
＼

／′●

ノ「●

jI●

JJ●

ノ∴

＼

1，＿
ヱ′●

ガ■

ノr

JJ■

ノ★’

J■－

4㌢

＼ ＼

叶■

∴

j●
▼
ll

J一

十＋7｝

／，
凡・1

柁明し†ゝi
d，〆オ句

Jず

■ノ●
■J●　　　▲J

ヰJ●　　′4g－　　　′

1103



の　ノ′くチの休温と漁獲曙水温との関係

parathunus sibi　27尾を封象に測定調査を行った結果は1；乳表の通りであーる○総体的に見て漁

獲暦水温と漁獲魚の体温との関係は土2C前後の差であるが、生魚と死魚の囁511によって釣捜さ

れた体温につ＿、て妊椰火である。併し比較的死魚よりは生魚が漁獲瞥水温より梢高温を示してゐ

る。伺主調■は鮮度保持に必要な魚体温及び魚体温低下率を蓑査測むする息賓施したものである0

〔第　二　次　航　海〕

（1）概　　　　要

a．航　海　日　数

b．試験操業回数

C．延使用鉢数

d．同上釣鈎数

e．操柔所要時間

30　日

r小笠原海区
l野島沖（E146’以乗）

3，935鉢

19，819本

10回

10回

（2）・経　　　　過

茨城丸は2日4針三崎机港L海洋観測を実魔しっゝ一路南下乳鳥島東方海区にrf；て10回試験

操乗したが漁獲率悪く、第8回目操業は漁具1関本流失し同海区附旦（N鴫9・10）から急激なる水

温降下を胃たき同海区の調査を打切り　E15口。1520～N28。～3rl。附近海翠にポてびんたが鮪を対象

とする試験縄を以て咽操業後．中ノ烏附近及びE148047′N30。－35′附近に於て4珂及び1回凋

曹操葵し．3月5日那珂悼入港した○

（104）



や）漁場別漁獲高養

今航海の漁場肌漁獲高及漁獲量数に対する盲分率は下記表の通りであるe即ちぴんなが鮪（4141

が絵漁獲尾数の5口．8鎚を占め、さめ（3？．2％）、めかじき（3・67％）、めげち（3・44匹）が比に次い

で居る。

＼訂姐、ニ＼、空、確執　ぴん萎めば轟わだ
功　ガ〝、＼‾、 、、　なが

a．（烏島東研衰障N。1～甘竺）深さ2

b・（設㍍豊諾）’～3。】
C．（巾ノ島51す道HnL7～20迄）

轡雁尾敬　　　　計

魚種百分率　　　％
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しまか　くろ！しろ　　　l
さ　め其の他　計　■備考

じき　かわ！かわ

・三・．！

8

1．84

4

1．30

2

2．82

、．－．二．

2（）2■．　26う　436

45・叫　596■10略
43！14巳　308

13．97　4．55．100％

18・19：71
2535：25．76：100？左

263　■　　59

3ニ～．27妻　7，24

㈲　海況と漁況の概要　　　　　　　イ）海　況

前句に引続き犬吠沖の親潮寒流は依然として強勢で犬吠沖30咽と600浬の二分岐により・南西　－

の流路をhて南西諸島方面に蓮して居り、果潮系の暖水帯は旬を追い漸次吏過して居る○この為1

月上旬可成り旺盛な黒潮弄北上噴水借とこの間際を南下する親潮系の露者な潮境鰻及び南西諸島の

親潮先端に反流域の暖寒両水帯の鹿著も一種囁部は見られなくなり・各調査海区は平りな海況を呈

し、平1に比し10－20C低目であるJ

〉

－ （

■
■こ r

ノ

／

フ 1（ ／／■

J／ 1′

＿　J

I■‘

∫●

Il

p）1魚il・L′

小笠原海宗に於けるびんたが鮪、めはち漁場は

名操業船共めばち．びんたが鮪の混沌が特に虜菅

で概略3漁場に軋れている。即ち③N280－3lO

E1430－－141判．哲（2）N280－3）O El甘14号附

近　¢）N290－310E1450附近海区に里成されて

ぉり、出現水温はいづれも180－200C　内叶であ

る。茨城山ま同海区附近に於て10回操業して昏

るが漁獲成績lま　でで釣　率率は桂から見れば今航海の最高で2・2％鮫が最も良く・1ビンナ”・86

メカジ干（16％．ノ′、チ（一．凋％が此に女小で居る○（漁場別釣獲率表参照）一方野島沖b・El卸－

（105）



漁　場　別　釣　獲　率　表

1520N280－300附近漁場は前月に引続き可成り活況を鼓し、茨城丸も附近抽区に於て6回操業調

委し、ぴん恵が216尾（4貰－5買）、めばち18尾（10貴一一15畏）、めかじき11尾の漁獲を得た。び

んたが鮪は比の海区に於て今航海の53ク左弱の漁俺を得、釣獲率はぴんなが295少、めばち0．‘ヱ4ク左，

さめ0・5和である。重職的に見て三漁場とも今航海のびんたが鮪出現水澤は冷水域よわ暖水帝が

魚体牢きい傾向になっておれ漸次昇温に伴い鯛南丘よ　に移動しつつある。
（5）魚　種　別　釣　獲　率

今航海の魚種別釣渡率は別表の通りである．総的獲率4．11％、魚蹄鋸‾振動獲率はびんたが鮪が

最高で2・09労で、めかじきのU・15形、めばちの0・14％と伴かの差で此にご欠いでJ、る。各操業回数
別釣獲率はa海区N8の8．57タ左、が最高で、b海区NO14の7．63％が肌に次ぎ、a海区NOIUの1．00％

が最鱒の釣獲率である。漁場別に見ると前項漁況傑附園、漁場別釣獲孝義の通りであり、a海区漁

場が最島を占め、4・7坤である。以下b，C海区漁場の順位の釣獲率状況である。今航海の釣獲率
状況を総体的に考察すると、びんたが鮪が各海区漁場共比較的高率む示し、魚種臥百分率は51％

を占めてゐるが、その他めばち、めかじきと僅少の羊ゐ釣獲率となって居る。

（6）食　　性　　詞　　■套

本調査は第一次航海に引続き．M．mitsukurii，marlin f；尾、　N．TnaSrOpteruS，yel】owfint11na

l尾、Ⅹiphias giadius2TS、P．sibiいさ、T．Orientalis，bluefin tuIal亀．計10尾を対象に

胃内容物より出現づる各種幼魚に就て調査を行ったところ次表の様な結果を得た。

真　　性　　調　　査　　費　　　l第2次航海）

Dateト　漁　　　　場l　　　調　査　魚　種　名

27．2．9
E14∠」一46′

N26－－18／

27・2・6日畿㌣惹5′

∴工∴‥ご：：：
！N25」26′

27．2．9　E142）－46′

！N26㌧18′

27．2．16＿　E142－－42／

【N30㌧67′

27．2．9！E142、＿46／

27．2．21

27．2．12

27・2・－Oj

N26ノ－18

E150）－20′

N28）－16′

E145）－17′

N　27J・－03′

E143）－11／
N25）－20／

胃　　内　　容　　物

M∴mitsllk，－rii，marHn

N．maSrOpteruS，YelloⅥfill tuna

T．Orientaljs，bluefin t na

jP・Sibi

！M，mitsl一札ma⊥・iin

Ⅹiphias gladi s

M，mits二kurli，mai・lin

Xiphiasgladius

M，mits】k rii ma⊥11in

M．mits血urii marjin

35mm　32mm

イカ胴4滴　　　　　45mm　25mm
クロ夕子カマス3尾全長360mm
オホクチイワシ　全長97mm
ぎシマオコセ科奇兵35mm

オ衆クチイワシ　生長92mm、不明幼魚1産
12．5：nm

イカ1尾．不明幼魚1尾→消化

ミヅ1，オ2尾今長285mm　83mm
不附幼魚1尾・→消化

〝　　　　　　　　〝

〝　　　　　〝　　イカ1尾消化→

イカ2尾→消化

不明幼魚】尾消化　イカ1尾

消化イヒダコ1尾竿消化　淵蔓下限
オホクナイワシ1尾室長75mm
不臍幼諷】尾→消化
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（7）びんたが、士かじきの体温と漁獲暦水温との関係

．
パ
」
「
■ 笹竹叫：」．エ

一・一さ■L

l J　■　′　l

本調査は第一次航海の調査に引硫き、鮮度保持に必

要な魚体温及魚体温低下率を調杏する為実施した。調

蚕尾数は　Germogemo（LECEPDE）11尾．Maq

kairamitsuktdi（JORDAN et SNYl）ER）12尾を

測定調査した。結果は左東国に示す通りである。
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